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１．はじめに
ラフカデイオ･ハーン（1850-1904),には，『英文学史』という著作がある
が，これをゑていくと,,思想家,`作家，詩人に言及している箇所があちこちに
見受けられる。しかも'､文章のみならず，それぞれの人達の職業，経歴（生い
たち）などをふくめて評論しているのである。
例えば，歴史家として，エドワード・ギポン（1737-1794）を取りあげ恥そ
の文章の簡潔さにおいては，古典詩の最もすぐれたものに似ているとしてい
る。また,＿ウイリアムｑシェークスピア（1564-1616）の非凡な点は汀無教育
であったが質の高い立派な作品を書いたとしている。サミュニル・ジョンソン
（1709-1784）については，それほど才能が豊かではなかったが，文筆で身を
たてることができたのはまさにその人柄によるとしている。
小論においては,ハーベート･ｽﾍﾟﾝｻｰ(1820-1904),Pﾊﾟｰﾄ･ﾊﾟー
ンズ（1759-1796)，ダニ,ニル・デフオー（1661-1731）の３人を取りあげ，
ハーンが彼らをどのようにとらえているかを見ていくことによって，ハーンに
おける好ましい人物像をうきあがらせたいと思う。まずは，ハーンの経歴を概
観することから始めることにする。
２．ハーンの経歴
18501Fに父チャールズ・プッシュ・ハーンと母ローザ・カシマチの間に生ま
れたラフカディオ・ハーンは，1856年，６歳の時に両親の離婚により，大叔母
のサラ・ブレナンに引きとられて養育された。そして，１２歳ごろにフランスの
ノルマゾデ｢ｨ地方にあった神学校のイープトウ校に入学したが，カルリヅクの
厳しい規則に耐えきれずに中退した｡その後,：1863年に帰国して，イギリスの
ダラムノト|にあるカトリック系のセンド・カスパート枝に入学した。，
学校時代のハーソについて当時の同級生は次のように述べている｡＿
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少年脛しては立派な詩を作り，また，非常な読醤家であった。……少年
にしては想像力は非常に進んでいた。学生としては，英作文だけは抜群で
あった。初めて英文を作った時はクラス一番であった。外の学科は中位
か，それ以下であった。もっとも，英作文の外は別に勉強もしなかったよ
うであった。……想像力を養成整頓するのに全時間を饗していた。考え
は斬新奇抜であつ]たので，どの方面へ行っても発展するだろうと思われ
た１)。
そして，大叔母はハーンが多大な財産を相続できるようにしていたのだが，
遠縁にあたるヘンリー・モリニユークスに利用され財産の大部分をなくしてし
まったために，1867年，４年間，在学したカスパート枚を退学しなくてはなら
なくなり，ロンドンに行くことを思いたったのだった。
当時のことについて次のように語っている。
あなたの手紙はロンドンでの私自身の少年時代を思い起させました。私
はお金持ちの子としてそこにいたことがある。そして，貧之人としてそこ
にいたことがある。十四，五歳の時にはロンドン西部にいました。きちん
とした気持のいいお坊っちゃんたちと一緒だった。十七歳の時，私は突然
たいへん貧之になり，将来の見通しもないままロンドンにいました。そ
の時は古いブラックフライアーズ橋の近くに住んでいた。そして，孤独な
日々と孤独な夜々をテムズ川の畔りを長い間歩きながら過ごしたもので
す2)。
その後，1869年，１９歳で渡米し，種念の職業を転々としてどん底生活を体験
した。
当時の様子について，ハーソはパヂル・ホール・チェンパレン(1850-1935）
に次のような手紙を書いている。
１９歳の年に，私は一文無しでアメリカのとある舗道に放り出されていま
した。苦しい目に会いました。道端で眠ったりしたこともしばしばでした
し，召使，給仕，印刷屋，校正係，雑文屋として働きながら，少しずつ這
い上がったのです3)。
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その不幸なハーソを救ったのは印刷屋を経営していたイギリス出身のヘンリ
ー．ワトキソソソであった。そして，そこで働きながら，自由な時間を利用し
て図書館で本を読染，また，新聞，雑誌に原稿を書くこともおこたることばな
かった。
1874年，日刊新聞『イソクワイラー』紙に彼の書評が掲載されると，彼の美
しい文章が評判となり，正式に記者として採用され，地位，仕事，定収入を手
に入れた。1875年に，混血の黒人女性マッティ・プォーリーとの同棲生活がも
とで，『イソクワイラー』紙の記者を解雇され，1876年に『コマーシャル』紙に
入社し，古書，東洋関係の資料を集めたり，ゴーチェの怪談を訳したりした。
しかし，1877年に『コマーシャル』紙を辞して，ミシシッピー州ニューオリン
スに移った。そして，1878年に創刊されたばかりの小新聞である『デイリー・
アイテム』紙に入社し，週給１０ドルで社説，評論，書評，翻訳などを担当する
編集助手としての仕事についた。その後，1879年には食堂を開店するが失敗
し，ニューオリソスに嫌気がさし，日本行きの希望をほのめかした。そして，
1881年，南部第一の新聞である『タイムズ・デモクラツト』紙に文芸部長とし
てひきぬかれ，ゴーチェの翻訳集『OneofCleopatra，sNights（クレオパトラ
の一夜』（1882)アラビア，インド，エジプトの伝説を集めた『StrayLeaves
FromStrangeLiterature(異文学拾遺)』（1884)，クレオール僅諺竜『(Gombo
Zh6bes』（1885)，『SomeChineseGhosts(支那怪談)』（1887)を出版し，また，
生涯にわたっての女友達となったエリザベス・ピスランドと知りあった。その
後，1887年に新聞社を辞し，マルチニーク島で二年間を過ごし，その滞在時の
記録が『TwoYearsintheFrenchWestlndies（仏領西インド諸島での二年
間)』として1890年に出版された。しかし，ハーパー社の美術主任パットソの
勧めで，ハーペー社の記者として1890年に来日すると，チェンバレンと服部一
三の紹介で松江中学校に英語教師として赴任した。その後，転任先の熊本第五
高等中学校を辞し，1891年11月から『神戸クロニクル』社で新聞記者生活を送
った。そして，東京大学長の外山正一の要請を受けて，1896年の秋から６年半
にわたって，東京大学で英文学について詩を中心とした講義をおこなった。
その間に，『GleaningsinBuddha-Field（『仏の畑の落葉)』（1897)，『Exotics・
andRetmspectives（異国風物と回想)』（1898)，『InGhostlyJapan（霊の日
本)』（1899)，『AJapaneseMiscellany（日本雑記)』(1901)，『Kott6（骨董)』
（1902)，『Kwaidan（怪談)』（1904）等の著作を出版した。1903年３月に東京
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大学を辞した後，1904年より，高田早苗学長の招きで早稲田大学へ出講した
が，同年９月に亡くなった。
３．ハーンにおけるロバート・Ｉバーンズ
ロパート・パーンズはスコットランド南西地方のエア市に近い村アロウェイ
で，６人兄弟の長男として，貧農で厳格なカルヴァン主義の家庭に生まれ,,小
さいころから父を助けてオリファント，ロックリーなどの農場で激しい労働に
従事した。そのかたわら，彼は当時流行の文学作品，とりわけｉスコットラン
ド民謡やロパート・ファーガソソ（1750-1774）やアラン・ラムジィ（1750-
1774）の作品を読みふけり，特に敬意を表わしていたフアーガソンのためには
エジソパラに石碑さえたてたのである。やがて，村の娘たちへの恋心をスコッ
トランド語を用いて詩にうたうようになった。1784年，父が亡くなると，弟の
ギルバートと共にモスギルで農場を始めたが失敗し，ついに，彼はジャマイカ
に仕事にでかけることを決心した。そして，その費用を工面するために，ジョ
ン・ウィルソンが刊行を引きうけたので，1786年に『Poems,Chieflywritten
intheScottishDialect（詩集，主としてスコットラソド方言による)』をキル
マーノヅクで出版した。これによって〆彼は天才詩人として認められて一躍有
名になり，エディンバラ市の文化人の仲間入りをした。なお，これ以前にも
『TｏａＭｏｕｓｅ（はつかれず承に)』（1785)，一家団らんの喜びを歌った『The
Cotter，sSaturdayNight（小屋住象の人の土曜日)』（1785）を書き出版してい
る。
しかし，エディンバラではスコットランド文化が軽視されており，貧農出身
の彼に対する階級的偏見が強いことがわかると，彼はエディンバラを去り，
1788年に，長年の恋人ジーンと結婚してエリスランドに移りi住んだ。
この頃の代表作としては，恋心を歌った『OfAtheAirts（あらゆる方角のう
ちで)』（1788)，旧友再会の歌である『AuldLangSyne（とおい昔)』（1788)，
アロウェイ教会の魔女伝説をスコットランド語と標準英語を実に巧象に使って
醤いた民話的傑作詩である『Tam6Shanter（シヤンター村のダム)』（1790）
等がある。その後，再度，農場経営に失敗すると，1789年，収税史となり，
1791年には，ダンフリースに移り，仕事に従事しながら雑誌などに投稿してい
たが，1796年に37歳で急死した．
ハーンは詩人として，パーソズは正規の教育を受けていないがγイギリス叙
情詩の見方を変えた人であり，農民詩人として，またぃ民謡詩人として世界股
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大の人であるとしているｄそして，この理由として，彼は生まれ故郷の方言
（スコットラソド語）を用いて詩を書き，しかも，詩の'中で取り扱っているも
のは,（誰でも知っていることや感じていること￣￣生きる喜び，畑仕事の辛
さｊ酒，恋愛，踊り，民主主義の精神，悪魔等一一であり，さらに，これらの
主題で，これまでのほとんどの詩人達が識かなかったような方法で，多くの入
念の思想感情を，単純明快な方法によって，偉大な力と真実を持って書きあげ
たところに，彼の偉大さがあるとしているのである。また，バーンズを引きあ
いに出して，人間の価値は身分，肩書き，学問，知力で決まるのではなく,心
のやさしさ－人柄一人間性が大切であるとしている4)。
ところで，阪田勝三氏は『パーソズ詩選』の中でバーソズの詩歌について
「情熱と共に，彼の恋愛歌をより効果あらしめているのは，簡潔ということで
あろう。そこには煩瑛も洗練さもなければ，勿体ぶった上品さもない。或時は
火焔となって燃え上り，或時は曝布となって飛沫する。力強く忘れ難い言葉’
一句の中に全感情がこめられている｡｣5）と述べている。
一方，規則や秩序を嫌い，支配や権威を憎歌6)，詩歌を人間理想の結晶と
も，人生の苦痛の圧力でできた金剛石とも言うべき物である7)と考えていたハ
ーンは，このように，バーンズが多くの人☆の思想感情を過去の因習に束縛さ
れることなく，素直に，自然に，力強く歌いあげたところに感動しているので
ある。そして，そのことは，東京大学講師時代に詩を中心としたハーンの講義
録にも見い出すことができる。
また，想像力を重視し，文学を情緒と情操の表現と見なす8）ハーンは，芸
術家と教育の関係について，次のように述ぺている。
芸術家として物を見る能力は，教育とは縁のないものであって，教育と
は関係なく,潤養されねばならない。教育は大作家を作りだしてはいない。
そ｢れどころか大作家は教育に関係なく偉大な作家となっているのである。
~教育の効果はあの原始的な感情を必然的に殺し，鈍くするものであるから
だ９)。
さらに，芸術と教育について，次のように述べている。
ある有名な詩人か物語作家の言葉を諸君は覚えていて，諸君自身の感情
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を表現するときにも，その言葉を用いることであろう。しかし，こういう
言葉は諸君自身の感情を表現しないことも確実極まることだ。教育という
ものは一般にわれわれ自身の感情を表現するのに，他人の観念や言葉を用
いることを,われわれに教えるものである。そして，この習癖は，芸術の
一切の原理と全く反するものである'0)。
つまり，ハーンは教育が芸術家になる条件ではないとし，それどころか芸術
家にとって最も重要な感情を弱めてしまうものであるとしているのである。
このように，感性的背景と過去の境偶一ハーンが，とりわけ，同情を示し
た農民出身であり'１)，正規の教育を受けていなく，不幸な人生を送った－に
おいて,パーソズとハーンには共通点が見いだせると言えよう。
４．ハーンにおけるハーバート・スペンサー
スペンサーは父ウイリアム・ジョージ・スペンサーと母ハリエットの長男と
して，1820年にイギリスのダービーに生まれた。彼は父親の経営していた小さ
な私立学校に学び，さらに，１３歳のときから３年間，父方の叔父トマス・スペ
ンサー（ケンブリッジ大学出身)がヒントンで経営する小さな学校に通ったが，
そこでは，数学，物理学，博物学の勉強に集中し，普通の教育の大部分を占め
る古典，語学，歴史の勉強はほとんどやらなかった。そして，正規の教育を受
けなかった彼は，この二つの学校で，父よりエキセントリックな科学尊重の態
度を，叔父よりエキセントリックな自由放任の思想をたたきこまれた。そし
て，産業革命による鉄道建設ブームのはじまった1837年，１７歳のときから，ロ
ンドン・バーミンガム鉄道の技師としての仕事に11年間にわたってたずさわっ
た。その後，1848年に鉄道技師の仕事をしりぞいた後，当時，徹底した自由放
任主義の編集方針をとっていたロンドンの『エコノミスト』誌（1843年創刊）
の副編集長のポストについた。しかし，５年後，そのポストを辞し，著述家と
しての仕事に専従した。そして，1855年に処女作『SocialStatics(社会静学)』，
つづいて『PrinciplesofPsychology（心理学原理)』を'出版し，1857年，３７歳
になって「綜合哲学体系」の計画をたて，1862年に『FirstPrinciples（第一原
理)』，1864年から67年にかけて『PrinciplesofBiology（生物学原理)』，１８７６
年から82年にかけて『PrinciplesofSociolgy（社会学原理)』1879年から93年
にかけて『PrinciplesofEthics（倫理学原理)』，というように30余年の年月を
かけてその計画を完成させ出版したのであった。
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ところで，1881年にニューオリソスの有力新聞である『タイムズ・デモクラ
ット』紙に文芸部長としてひきぬかれたハーソは，1882年10月８日の日曜版に
スペンサーの著作である『社会学原理』の書評を書き〆彼の思想にふれたので
あった12)。しかも，1882年８月から11月にかけて，スペンサーは初めてアメリ
カを訪問しており，当時，アメリカでは，彼の思想はハーバード大学を中心と
して大きなブームをまきおこしており，彼に対する関心も大へん高かつたので
ある。その後，ハーンは1885年７月にオスカー・テリー・クロスピー（合衆国
海軍大尉）の熱心な勧めで『社会学原理』を再読した】3)。
ハーンは当時の心境の変化について，1886年に『倫理学原理』を読んだ後，
クレイピルに宛てて「自分ながら，考えの変ったことに驚いている。これまで
の私の変な哲学は君の知っている通りである。この頃ある友人がハーバート・
スペンサーを読むことを教えた。突然これまでの東洋哲学の研究は，全く時間
の浪費であったことを発見した。……略言すれば『原理』を読んだその日か
ら，全然新しい知力的生涯が私のために開いた。……｣'4）と述べ，さらに，オ
ーコーナーに宛てて「スペンサーの研究で私の思想が根本的に変わった｣15）と
書いている。また，1887年４月にはビスラソド女史に宛てて「ハーパート・ス
ペンサーの著作は人間の知識や思想をまとめる力があり，非常に役立つので，
読むことを勧めている。……スペンサーを読めば人間の知識の最も栄養ある部
分を消化したようなものである｣'6）と述べている。
このようにして，ハーンはこれまでの思想を根底からくつがえされ，ものの
考え方に大きな変化を意識したのであった。
そして，死の直前の1904年，アーネスト・クロスビーに宛てて「君と同姓の
青年が20年前にハーパート・スペンサーの研究を教えてくれたのでクロスビー
という姓の人に好意を表わしたい｣'7）と述べている。
これらのことから，当時，ハーソがいかにスペンサー哲学に傾倒し，その思
想から大きな影響を受けたかを想像できるのである。
－そこで，ハーンの著作をひもといてみると，スペンサーを引きあいにだして
いるところが数多くみられる。
…例えば，『日本一一つの試論』の「大乗仏教」において「わたくしはハー
バート・スペンサーの学徒である｣'8）と述べている。『怪談』の「蟻」におい
ては，スペンサーの進化論の影響の下で，蟻社会の中に人間社会の理想を見い
だしている'9)。また，『日本瞥見記下』の「英語教師の日記から」においては
学生の粗食問題にふれて，「人間の活力の大部分は肉体的にも，精神的にも，
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食物しだいであるす……｣20）と述べて，スペンサーの『教育論』の「体育論」
からの説の引用と思われるところが見られるのである21)。また）東京大学講師
時代の著作である『文学の解釈』の中でｼﾞｮｰｼﾞ･ﾒﾚﾃﾞｽ（1828-1909)の
『大地と人間」という作品はスペソサー哲学に従って道徳を説いているとじ
て,~次のように述べて賛同している。…
あらゆる生物は生存競争に参加しなげればならない。さもなければノ必
らず滅亡する。生存競争で敗れるならば，自然は生命を奪いもする型)。上．
＿&；’…‘ 
善良であっても,､その人が弱い人間であっては充分とは言えない。人間
は善良であると同時に強くあらねばならない。しかし，善であることと強
くあることのどちらがよいかと言えば，人間は強くあることのほうがよ
い。善はその次である23)．
．このように,･ハーソは文芸部記者時代にスペンサーの思想にふれて以来，生
涯を通して,スペンサーを師と仰ぎ，その思想の信奉者どなったのである｡■
．ところで,日本における最初のスペンサーの著作の翻訳はｊ明治11年(1878）
に東京大学エリ出版された『代議政治論』（1857）であった。その後，明治２９
年（1896）まで，毎年のように彼の著作は翻訳出版され，多いときには年間５
冊にものぼったのである。
このようにして，スペンサーの思想は日本でも歓迎されたのであった。
なお，日本に生物進化論が学問として輸入されたのは，明治10年（1877）に
来日し，翌年まで東京大学で動物学の教師をしたエドワード・モース（1838-
1925）によるものであった24)。そして，このモースの進化論を補ったのは，明
治11年に来日したアーネスト・フランシスコ・フェノロサ（1853-1908）が東
京大学で講義したスペンサーの社会進化論であった。この進化論の影響を強く
受けた人物としては，東京大学の初代総長であり，明治の教育界におけるリー
ダーであった加藤弘之（1836-1916）がいる25)。彼は，はじめは，ルソーの
「天賦人権説」をとなえて民権運動の支持者であったが，明治10年代に，バッ
クルの『英国文明史』と生物進化論によってその思想的立場を変更し，明治１２
年（1879）からは「天賦人権説」を否定し，自らの著作である『真政大意』
(明治３年）や『国体新論』（明治８年）を絶版とじ，明治15年（1882）に進化
論を社会思想に導入した『人権新説』をあらわして，この立場から自然選択説
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にもとづいて強者が栄え，弱者が亡びるのを社会の原理と染なし，肯定するに
いたり昨民権思想を攻撃したのである26)。
このように，弱肉強食・適者生存というスペンサーの思想は日本の指導者達
にとって当時の`富国強兵策という考え方に協力する理論として強力な武器とな
ったのである。
５．ハーンにおけるダニエル・デフォー
ダニエル‘デフオー（1660-1731）はロンドンのクリプルゲイトで肉屋を営
んでいたジェイムズ・フォーの長男として生まれた。1684年）市内でメリヤス
商を営んでいた彼は非国教会派の商人の娘であるメアリ・タフリーと結婚し
た。そして，1685年には王位継承をめぐっての反乱に加わったとして投獄され
た。その後，政治関係のことにのめりこ承すぎたために商売の経営が不振にい
たり，多大な負債をかかえて倒産した。そして，1694年には再びレンガ製造業
をエセヅクス州で始め，大きな成功をおさめた。
1698年にはウイリアム三世の政策を支持する政治論文である『AnEssay
uponProjects（国策を論ず)』や『AnArgumentShewingthataStanding
Ａｒｍｙ（常備軍論)』等を発表した。つづいて，1701年には外国生まれの国王
(ウイリアム三世）に対する一般の偏見を非難した誕刺詩である『Atrue-born
Englishman（生粋のイギリス人)』を発表して一躍有名になった。さらに,1703
年には宗教上の偏狭の愚かさを楓刺した小冊子である『ＴｈｅShortestWay
withtheDissenters（非国教徒撲滅策)』（1702）を発表したために治安防害と
いう理由で再び逮捕，投獄されたが，トーリー党の政治家ハーリーのおかげで
出獄した。そして，せっかく成功をおさめていたレンガ製造業の商売に失敗す
ると，1904年には自ら『レビュー』という週刊誌を創めて，ハーリーの政策を
支持する記事を９年間にわたって書きつづけた。さらに，ハーリーがこの年に
政権をとると数年間にわたって，彼は手先として働きスコットランドの併合問
題に努力した。1706年には病死したヴイール夫人の幽霊が親友である某夫人の
もとにあらわれたことを書いた小説である『TrueRelationoftheApparition
ofMrs・Ｖｅａｌ（ヴイール夫人の幽霊の物語)』，帝王神権説を極刺した政治詩で
ある『JureDivino（神の徒仁よりて)』，さらに，1709年には「Historyofthe
Union（合同の歴史)』を出版した。1713年には『レビュー』誌にかわって『マ
ーケイター』という新聞を始め，1715年には『Familylnstructor（家庭指導
書)』出版した。そして，1719年には神を信じて困難にくじけることなく現実
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をそのまま受けいれていくという人生観のために中産階級および下層階級の間
で好評となった『TheLifeandStrangeSurprisingAdventmcsofRobinson
CrUsoe,ofYOrk,Mariner（ロビンソン・クルーソー)』を出版して，新しい
写実小説家としての地位を不動のものにした。つづいて，『Memoriesofa
Caralier（騎士の回想録)』（1720)，『CaptainSingleton（シングルトン船長)』
（1720)，神の摂理をといた『SeriousReflec[ionsofRobinsonCrusoe（ロビ
ンソン・クルーソーの反省録)』（1720）を出版したが，,各種雑誌等への寄稿は
欠かさなかった。その後，『MollFlanders（モル・ブランダース)』（1722)，
『AJournaloftnePlagueYear（ペスト)』（1722)，さらに転変の生活を送る
女性をえがいた小説である『TheFortunateMistressorRoxna（ロクサナ)』
（1724）を発表した。しかし，1730年に突然失院し，1731年にロンドンで亡く
なった。
ハーンはこのようなデフォーについて，彼の偉大なところは，文筆業とジャ
ーナリズムを両立させたところにあるとして，イギリス散文文学の傑作の一つ
として彼の作品の一つである『ロビンソン・クルーソー』を取りあげて，これ
ほどまでに真実にあふれた作品は英語が滅びない限り，永遠に生き残るとして
いる27)。
また，彼の作品の文体については，１８世紀初頭の人とは思えないほど単純明
快であり，純粋に飾り気のない英語を使用しており，その上，短かくて，きび
きびした文章は散文の模範であるとしているのである28)。
ところで,ハーンは自分の文体の目標について次のように述べている。
何年間も詩的散文を研究した後に，今では単純性を研究せざるをえなく
なりました。一生けんめい装飾を試承たあげく，失敗によって転向せざる
をえなくなりました。大きな目標は，平易な言葉を用いることです。それ
から，自分の文体がまだ固っていないように感じられます。－技功的す
ぎるようです。今後，－，二年勉強したら，もっと良くなるだろうと思い
ます四)。
さらに，ハーンは熊本第五高等中学校における英作文教育において，生徒が
長い文章を好む傾向に気づくと，その反対の傾向を養うために，故意に短かく
簡単に書かねばならないようなテーマを与えて書かせたり，自分で書いたりも
した30)。
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このことに関して'よ，当時，同校の生徒であった白壁傑次郎も「五高におけ
るヘルン」の中で次のように述べている。
文章が自由に書ける様になるには二十年の努力を要する。文章を書くに
は推敲を要する。始め十語で表はし得た思想ならば九語か八語か尚少数
の語で同じ思想を表わす様に骨折らねばならぬ。六文字綴りで置換へ得る
語はないかと探さねばならぬ。ノヅトウイズスタンディングと言う様な恐
ろしい語は出来る得るならば終生用いぬがよい。長綴りの語を用ふれば
章句の締りが弛む。章句は出来る丈短かくせねばならぬと言う様の事でし
た31)。
このように，装飾を好まなかったデフオーの文体は，ハーンの目標とした文
体一平易な言葉を使用し，短かい文体であり，文全体が簡潔であること－
と同じであるといえよう。
しかし，ここにはデフォーが二度にわたる事業の失敗や投獄という試練の
後，ハーン同様にジャーナリズムの世界で仕事をやり，６０歳近くになって本格
的に小説を書いたという彼の経歴に対してハーンが好意的であったことも見逃
してはならないのである。
つまり，過去の境偶と文章の手法において，デブォーとハーンは共通点があ
ると思われるのである。そして，それらが重なりあって賛同したものであろ
う。
おわりに
ハーソの経歴を願ゑると，彼は両親の離婚により幼少期に資産家であった大
叔母に引きとられたが，学費の提供者であった大叔母が事業に失敗したため
に，学校を中退するはめにいたった。しかも，ハーンは右目が強度の近視であ
る上に，左目の失明というアクシデントに象まわれている。そして，1869年に
19歳で渡米し，いろいろな職業を転たとした後，２０年近くにわたって新聞記
者，雑誌記者の仕事にたずさわり，1890年に来日してからも教職と著作の仕事
を両立している。
ハーンは文体においては平易な言葉を使って飾り気のない短かい文であり，
文全体が簡潔であることを目標としたのであった。また，ハーンは東京大学時
代の英文学史の講義においては文学を情緒と情操の表現とみなしたように感情
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面を重視した。
ここで，パーンズ，スペンサー，デフォーの経歴，感性的背景，文体観を考
えてみると，パーンズはハーンが，とりわけ，同情を示した貧しい農民出身で
あり几正規の教育を受けなかった。そして，感性面において，過去の因習にと
らわれることなく感情を単純明快に作品の中にうたいあげている。また，スペ
ンサーは貧しく，病弱であり，父の経営する小さな学校で短期間学んだだけで
正規の学校教育は受けなかった。ジャーナリストとしての仕事にもたずさわっ
た。さらに，デフォーも正規の学校教育は受けておらず，二度の事業の失敗と
投獄を経験し，ジャーナリストの仕事にもたずさわった。そして，彼の文体は
ハーンの目標とした文体一単純明･決であり，飾り気のない英語を使用して書
き，その上，短かい文章一であった。
このように，過去の境偶，感性的背景，文章観等において，ハーンはこれら
の人物と重なりあう共通点がｸﾘ入られるのである。
従って，ハーンはこれらの人物に好意的な態度をとったものと推測できるの
である。
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